
■ 製造業 9%
■ 建設業 13%
■ 運輸業、郵便業 2%
■ 卸売業、小売業 9%
■ 金融業、保険業 9%

■ 不動産業 16%
■ 各種サービス 10%
■ その他 0%
■ 地方公共団体 7%
■ 個人 25%

貸出金業種別構成比
令和7年9月末

地域で最も
信用、信頼される
金融機関をめざして

　皆様には、平素より「西兵庫信用金庫」に格別のお引き立て
を賜り、心より厚くお礼申し上げます。当金庫は経営の透明性
を高めていくことが、お取引いただいているお客様や地域の
皆様方の信頼を得ることであると考え、令和7年度上半期の経
営について主な内容を開示しております。今後ともより一層の
ご愛顧を賜りますようお願い申し上げます。

　預金残高については、法人預金が増加し、令和7年9月末残高は
5,720億円（前期末比265億円、4.8％増）となりました。
　貸出金残高についても、法人を中心に増加し、令和7年9月末残高
は2,251億円（前期末比26億円、1.2％増）となりました。
　有価証券については、令和7年9月末残高は1,760億円（前期末
比26億円、1.4％減）となりました。
　預け金については、令和7年9月末残高は1,927億円（前期末比
259億円、15.5％増）となりました。

令和7年3月末 令和7年9月末
製造業 19,911 20,126
農業、林業 833 1,046
漁業 14 13
鉱業、採石業、砂利採取業 － －
建設業 27,267 28,659
電気・ガス･熱供給・水道業 186 230
情報通信業 49 80
運輸業、郵便業 3,967 4,198
卸売業、小売業 18,427 19,855
金融業、保険業 19,827 20,291
不動産業 36,897 36,493
物品賃貸業 1,199 1,155
学術研究、専門・技術サービス業 1,027 1,024
宿泊業 689 667
飲食業 2,198 2,211
生活関連サービス業、娯楽業 2,900 2,665
教育、学習支援業 493 490
医療、福祉 7,764 8,010
その他のサービス 5,962 5,883

小　　　計 149,621 153,107
地方公共団体 15,579 15,015
個人 57,298 57,036

合　　　計 222,499 225,158

令和6年9月末
（半期）

令和7年9月末
（半期）

業務純益 884 456
実質業務純益 884 456
コア業務純益 1,162 1,161
コア業務純益（投資信託解約損益を除く） 1,154 1,158
経常利益 1,100 1,014
当期純利益 793 709

令和7年3月末 令和7年9月末
破産更生債権及びこれらに準ずる債権 2,460 2,642
危険債権 7,684 7,634
要管理債権 263 208

（３ヶ月以上延滞債権） 45 58
（貸出条件緩和債権） 217 150
金融再生法開示債権計（A） 10,408 10,485

保全額（B） 10,171 10,244
担保・保証等（C） 7,415 7,638
貸倒引当金（D） 2,755 2,605

保全率（B）/（A） 97.71% 97.70%
引当率（D）/（（A）－（C）） 92.06% 91.53%

正常債権 214,989 217,450
総与信 225,398 227,936
不良債権比率 4.61% 4.60%

預金・貸出金・有価証券・預け金の状況

（百万円）

（末残）■ 貸出金　■ 有価証券　■ 預け金
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貸出金の内訳 （単位：百万円） 損益の状況 （単位：百万円）

金融再生法の債権区分（単位：百万円）

　金融機関の本業による収益力を示すコア業務純益は１１億６千１
百万円、経常利益は１０億１千４百万円、当期純利益は７億９百万円
となりました。

　金融再生法に基づく不良債権残高は１０４億円となり、そのうち
１０２億円が担保・保証等及び引当金で保全されていますので、全
てが回収不能になるわけではありません。

(注)構成比は四捨五入して表示しております。

実質業務純益＝業務純益＋一般貸倒引当金繰入額
コア業務純益＝実質業務純益－国債等債券損益




